










〈まとめ〉 

 愛知県の「母子健康診査マニュアル」による乳幼児の健康診査システムは、健診の量と

質を一度に問題にしているが、実際には母子保健の従事者の姿勢が問われることとなった。 

 健診は正確な対象者を把握することから始まり、健診後の事後管理を充分に行った上で、

それらの過程で得られる様々の情報を地域の母子保健対策にフィードバックして終了した

といえるので、今後も指導が必要と思われた。 


